
ま  ち  づ  く  り  懇  談  会  
 

 

 

                                                                                  

 

 次   第 
 

 

  

１ 開    会 

 

２ 町長あいさつ                       

 

３ 川崎町の『まちづくり』について 

 （１）町の財政状況について                          

   ■令和５年度一般会計予算の状況と重点政策 

（２）まちづくりについて 

■情報提供                        

 

４ 意 見 交 換

 

５ 閉    会  

「 ま ち づ く り 懇 談 会」日 程 表

時　間 午後７時から８時30分まで（予定）

日　程 行 政 区 会　　　　場

9月12日（火）
裏丁上

裏丁コミュニティセンター
裏丁下

9月14日（木） 中新町 中央コミュニティセンター

9月19日（火） 本荒町 本荒町コミュニティセンター

9月21日（木） 前川東 前川東部地区集落センター

10月12日（木） 前川西 前川西地区集落センター

10月17日（火）
川内一

川内地区生活改善センター
川内北川

10月19日（木）
川内二

天神地区生活改善センター
川内三

10月24日（火） 本砂金 本砂金地区集落センター

10月30日（月）
小　野

小野分館
小　沢

11月７日（火） 支倉台 支倉台分館

令 和 ５ 年 度



川川崎崎町町全全会会計計のの借借金金とと預預金金
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借金残高と預金残高の推移

借借金金残残高高

億円

預預金金残残高高
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川崎町

(R4)

川崎町

(R5)

歳出予算構成割合 比較グラフ

議会費 総務費 民生費 衛生費

労働費 農林水産業費 商工費 土木費

消防費 教育費 公債費 その他

歳歳出出目目的的  
RR５５  参参考考（（RR４４構構成成割割合合））  

金金額額  構構成成割割合合  川川崎崎町町  村村田田町町  蔵蔵王王町町  山山元元町町  

  億億円円  %%  %%  %%  %%  %%  

議議 会会 費費  11..11 円円  22..00    22..00    11..77    11..88    11..11    

総総 務務 費費  88..77 円円  1166..11    1177..44    1166..00    1188..33    1155..44    

民民 生生 費費  1100..44 円円  1199..22    1177..66    2233..55    2255..55    2211..44    

衛衛 生生 費費  77..00 円円  1122..99    1122..44    1100..99    1100..88    55..11    

労労 働働 費費  00..00 円円  00..00    00..00    00..22    00..00    00..22    

農農 林林 水水 産産 業業 費費  33..66 円円  66..88    66..66    44..33    22..99    66..33    

商商 工工 費費  11..99 円円  33..66    66..11    11..66    33..22    11..99    

土土 木木 費費  66..55 円円  1122..11    1111..44    1111..11    88..55    1155..77    

消消 防防 費費  22..55 円円  44..77    44..44    44..44    33..88    33..55    

教教 育育 費費  88..55 円円  1155..77    1155..88    1122..11    1177..11    77..88    

公公 債債 費費  33..77 円円  66..77    66..11    1144..22    77..55    2200..66    

そそ のの 他他  00..11 円円  00..22    00..22    00..00    00..66    11..00    

合合  計計  5544..00 円円  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  

令和５年度歳出予算 目的別構成割合 

 
  

  

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  
 

会 計 令和５年度 前年度比 

一般会計 54億円 ＋1億 800万円 

国民健康保険 12億 2,772万円 ＋9,804万円 

後期高齢者医療 9,891万円 ＋351万円 

介護保険 11億 5,342万円 ＋775万円 

温泉事業 1,393万円 ▲147万円 

公共下水道事業 6億 7,200万円 ＋6,200万円 

病院事業 10億 578万円 ＋3,947万円 

水道事業 4億 7,982万円 ＋1,871万円 

合計 100億 5,158万円 ＋3億 3,601万円 

 令和５年度 

 
一般会計当初予算 
 

54 億円 
 前年度比+1 億 800 万円 

 

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
100
億
５

１
５
８
万
円
で
、
前
年
度
予
算
額
と
比
較

す
る
と
３
億
３
６
０
１
万
円
、
３
．
５
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
54
億
円
で
、

前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
１

億
８
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
支
援
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
額
を

増
額
し
た
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
各
施
設
の

補
修
工
事
費
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

歳 入 

依存財源 
69.0% 

自主財源 
31.0% 
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令
和
５
年
度

重
点
政
策

１
　
人
口
減
少
・
起
業
家
支
援
の
充
実

○
結
婚
支
援‌‌
【
１
３
０
万
円
】

　
　
成
婚
に
向
け
た
事
業
の
実
施
及
び
、

結
婚
成
立
に
対
す
る
祝
い
金
を
交
付
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊‌

�

【
３
６
２
８
万
円
】

　
　
起
業
・
移
住
・
地
域
づ
く
り
等
の
活

動
を
協
力
隊
が
支
援
。

○
移
住
定
住
促
進‌�

【
１
２
５
９
万
円
】

　
　
起
業
兼
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
及
び
お
試
し

移
住
施
設「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」の
運
営
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
な
ど
、
起

業
家
・
移
住
者
へ
の
包
括
的
な
支
援
を

実
施
。

２
　
高
齢
者
支
援
の
充
実

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
金

　‌

【
９
８
０
万
円
】

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定
し

た
運
営
を
行
う
た
め
、事
業
費
を
補
助
。

単

補

補

補装
置
・
わ
な
等
購
入
、有
害
鳥
獣
駆
除
、

狩
猟
免
許
取
得
等
を
助
成
。

○
農
業
用
水
路
整
備‌

‌

【
１
９
０
０
万
円
】

　
　
清
水
河
原
地
区
に
お
け
る
水
路
改
修

を
実
施
。

○
川
崎
町
産
木
材
利
用
促
進
住
宅
整
備
事

業
補
助
金‌�

【
２
０
０
万
円
】

　
　
町
内
建
築
業
者
に
よ
り
木
造
で
建
築

さ
れ
、
町
産
木
材
を
一
定
量
以
上
使
用

し
た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
。

　（
１
０
０
万
円
×
２
戸
）

○
担
い
手
農
家
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

利
用
補
助
金‌

　�

【
３
０
０
万
円
】

　
　
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
が
除
草

作
業
な
ど
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
際
の
費
用
を
補
助
。

○
優
良
繁
殖
牛
生
産
推
進‌

‌

【
１
２
０
万
円
】

　
　
子
牛
販
売
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上

を
図
る
た
め
、移
植
費
用
の
一
部
を
補
助
。

○
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場
設
備
更
新�

�

【
５
４
６
６
万
円
】

　
　
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
購
入
、
リ
フ
ト

設
備
等
の
修
繕
を
実
施
。

補

補
単

単

補

○
高
齢
者
移
送
支
援‌

�

【
７
２
７
万
円
】

　
　
高
齢
者
の
家
計
負
担
軽
減
と
、
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
移
送
支
援
を
実
施
。

　
①
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

　
②
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

３
　
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実

○
乳
幼
児
応
援
助
成
券
支
給‌

‌

【
３
３
６
万
円
】

　
　
お
む
つ
な
ど
の
購
入
費
を
助
成
。
満

１
歳
児
ま
で
の
乳
児
に
対
し
て
１
カ
月

当
た
り
１
万
円
の
乳
幼
児
応
援
助
成
券

を
交
付
。

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成‌

�

【
２
０
０
０
万
円
】

　
　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
。

○
誕
生
祝
い
金
支
給‌�

【
４
０
０
万
円
】

　
　
子
育
て
支
援
に
よ
り
、
誕
生
祝
い
金

を
支
給
（
第
１
子
・
第
２
子
１０
万
円
。

第
３
子
以
降
３０
万
円
）。

補

単

補
単

○
魅
力
発
信‌�

【
１
２
３
６
万
円
】

　
　
川
崎
町
の
魅
力
を
町
外
へ
発
信
す
る

た
め
、
新
聞
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
ラ
ジ

オ
・
情
報
誌
等
で
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
。

単

○
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
運
営
支
援‌

‌

【
７
０
２
万
円
】

　
　
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
早

期
学
校
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
。

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成‌

‌

【
４
８
４
１
万
円
】

　
　
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
、
児
童
を
預

か
る
た
め
児
童
教
室
を
開
設
。

○
学
校
給
食
費
無
償
化‌

‌

【
２
８
０
９
万
円
】

　
　
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
の

学
校
給
食
費
を
無
償
化
。

補

補
補

６
　
生
活
基
盤
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
町
道
補
修‌

　�

【
４
５
０
０
万
円
】

　
　
町
道
の
舗
装
補
修
を
実
施
。

　
①
支
倉
台
２
号
線

　
②
大
柳
・
前
川
線

　
③
町
道
み
ち
の
く
公
園
線
　
ほ
か

○
橋
梁
補
修‌

�

【
１
億
１
０
５
０
万
円
】

　
　
古
く
な
っ
た
橋
梁
の
補
修
を
実
施
。

　
①
川
崎
・
永
野
線
新
町
橋

　
②
大
柳
北
川
線
内
木
戸
橋

　
③
み
ち
の
く
公
園
２
号
線
大
針
橋
　
ほ
か

○
町
営
住
宅
整
備‌

‌

【
６
３
９
１
万
円
】

　
　
中
原
住
宅
（
１
棟
２
世
帯
型
）
の
新

築
工
事
（
１
棟
）
を
実
施
。

○
町
営
住
宅
改
修‌

�

【
２
９
２
７
万
円
】

　
①
北
原
住
宅（
７
戸
・
屋
根
改
修
１
棟
）

　
②‌‌

青
根
厚
生
住
宅
・
伊
勢
原
住
宅
（
計

８
棟
解
体
）

○
消
防
車
両
購
入‌

‌

【
１
４
７
８
万
円
】

　
　
消
防
団
笹
谷
班
配
備
用
と
し
て
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
１
台
購
入
。

補補

補補補

４
　
健
康
増
進
策
の
充
実

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種‌

�

【
１
９
９
６
万
円
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
）
接
種
費
用
と
、
円
滑
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
で
き
る
体
制
の
整
備
。

○
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　
　�

【
３
９
４
万
円
】

　
　
子
供
た
ち
の
健
康
増
進
と
子
育
て
支

援
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
費
用
を
助
成
。

○
妊
婦
産
婦
無
料
健
診‌

‌

【
４
０
１
万
円
】

　
　
妊
婦
健
診
（
１４
回
分
）、
産
婦
健
診

（
２
回
分
）
に
係
る
費
用
を
助
成
。

○
疾
病
予
防‌

　�

【
５
２
７
９
万
円
】

　
　
６５
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
、
乳
幼
児
予
防
接
種
事
業
及
び
各

種
が
ん
検
診
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
事
業
等
の
実
施
。

５
　
農
業
・
観
光
業
振
興
策
の
充
実

○
有
害
鳥
獣
対
策‌�

【
２
２
６
４
万
円
】

　
　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
経
費
、
有
害
鳥

獣
防
止
施
設
整
備
費
、
野
生
動
物
忌
避 補

単

単

補

補

　
　
…
町
の
お
金
だ
け
で
実
施
す
る
政
策

単　
　
…‌‌

国
や
県
か
ら
全
額
又
は
一
部
補
助

を
受
け
て
実
施
す
る
政
策

補
○
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
助
成‌

�

【
５
４
０
万
円
】

　
　
観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
次

の
事
業
を
実
施
・
運
営
す
る
実
行
委
員

会
に
対
し
助
成
金
を
交
付
。

　
①‌‌

支
倉
常
長
ま
つ
り
事
業（
３
８
０
万
円
）

　
②‌‌

古
賀
政
男
顕
彰
事
業
、
青
根
温
泉
感

謝
祭
事
業
（
１
６
０
万
円
） 単

お笑い芸人「バクコメ」の2人が、川崎町の
様々な場所やイベントに訪れ、魅力を発信中！
ぜび右の二次元コードからご覧ください！

▲公式ユーチューブチャンネル

７
　
そ
の
他

○
学
校
施
設
整
備‌�

【
１
８
２
５
万
円
】

　
①‌‌

川
崎
小
学
校
照
明
器
具
設
置
、
第
二

小
学
校
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
等
修
繕
、
川

崎
中
学
校
受
電
設
備
更
新
な
ど
を
実

施
（
１
５
５
５
万
円
）。

　
②‌

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
小
中
学
校
の
消
毒
作
業

を
実
施
（
２
７
０
万
円
）。

○
や
す
ら
ぎ
の
湯
ポ
ン
プ
等
修
繕
工
事‌

�

【
３
１
３
７
万
円
】

　
　
や
す
ら
ぎ
の
湯
の
維
持
・
継
続
の
た

め
、
揚
湯
ポ
ン
プ
等
の
修
繕
を
実
施
。

補

単
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６７．３６７．３

６２．９６２．９ ６０．３６０．３
５７．６５７．６ ５５．５５５．５

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23 Ｒ２

２５．５２５．５ ３１．６３１．６
２２．４２２．４ ２３．７２３．７ ２５．０２５．０ ２６．１２６．１ ２７．３２７．３

（億円）

（年度）Ｈ28

２７．５２７．５

５４．７５４．７

Ｈ29

２６．７２６．７

借金残高と預金残高の推移（全会計）

借金残高

預金残高

Ｈ30

２５．９２５．９

５５．６５５．６

Ｒ元

２４．２２４．２

５４．５５４．５

Ｒ３

借金（地方債）と預金（基金）

※�黒字や資金が不足していないことなどにより指標が表示されない場合
は、「－」で表示しています。比率の（　）内は前年度数値。

　町の借金は、一般会計において災害対策や施設
の維持補修費などにより借金残高が増加した一方
で、そのほかの会計では減少しているため、町全
体の借金も減少しています。
　急激な借金の増加により将来的な負担が大きく
ならないよう各事業を実施していきます。

　川
崎
町
の
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
は
、
左
表

の
と
お
り
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
財

政
状
況
は
「
健
全
」
と
な
り
ま
し
た
。

　健
全
化
判
断
比
率
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
る
指
標
で
、
左
表
４
つ
の
指
標
か
ら
な

り
、
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

の
場
合
に
は
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
将
来
負
担

比
率
を
除
く
、
い
ず
れ
か
の
指
標
が
財
政

再
生
基
準
以
上
の
場
合
に
は
「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
に
お
け

る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割

合
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基
準
以
上
の
場

合
に
は
「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
よ
る

　
　町の
財
政
状
況
は
「
健
全
」

令和３年度末現在高
【借金（地方債）】
・一般会計� 25億5，491万円
・下水道会計� 12億1，865万円
・病院会計� 2億9，559万円
・水道会計� 11億3，410万円
【預金（基金）】
・一般会計� 27億4，735万円
・国民健康保険会計� 1億7，900万円
・介護保険会計� 1億2，340万円
・温泉会計� 4，643万円
・水道会計� 6，636万円

財政指標 内　　　容 比率 早期健全化
基準

実質赤字比率 標準的な収入に対する
一般会計の赤字の割合

－
（－） 15％

連結実質赤字比率 標準的な収入に対する
全会計の赤字の割合

－
（－） 20％

実質公債費比率
標準的な収入に対する
１年間で支払った借入
金返済額などの割合

4．8
（4．7） 25％

将来負担比率
標準的な収入に対する
将来支払う借入金返済
額などの割合

－
（－） 350％

特別会計名 内　　　容 比率 経営健全化
基準

水道事業会計

公営企業ごとの事業規
模に対する資金不足額
の割合

－
（－）

20％
病院事業会計 －

（－）
公共下水道
事 業 会 計

－
（－）

温泉事業会計 －
（－）

　預金は、新型コロナウイルス感染症対策の交付
金をはじめとした国から渡されるお金を活用し、
財政負担を減らすことで預金を約６億円増やすこ
とができました。
　老朽化による公共施設の更新、災害等の突発的
な経費に対応できるよう引き続き預金の備えに努
めていきます。
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商
品
券
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
３
年
間

で
合
計
５
回
。
令
和
２
年
度
は
、
全
世
帯

に
１
万
円
分
で
し
た
。
世
帯
に
よ
っ
て
人

数
が
違
う
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
同
じ
こ
ろ
、
全
町
民
に
１

人
あ
た
り
１０
万
円
の
現
金
配
付
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
で
左
の
ペ
ー
ジ
の
円
グ

ラ
フ
に
、
大
き
く
示
さ
れ
て
い
る
定
額
給

付
、
８
億
７
０
２
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま

　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に
よ
り
、
各
世

帯
が
、
大
変
、
ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
状

況
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
に
合
わ

せ
た
支
援
を
、
き
め
細
か
く
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
低
所
得
者
の
世
帯
な

ど
で
区
分
け
し
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
公
平
さ
を
少
し
で
も
な
く
す

た
め
に
、
他
の
市
町
村
よ
り
も
多
く
、
商

品
券
の
配
付
と
い
う
政
策
を
と
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
低
所
得
者
の
世
帯
数
は
約

９
０
０
世
帯
で
、
全
世
帯
数
３
３
９
１
世

帯
の
２６
・
５
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
財
政
は
、
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
３
年
間
で
投
入
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
費
２０
億
９
４
０
０
万
円
の
う
ち
、

約
９４
％
に
あ
た
る
１９
億
６
０
０
０
万
円
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
町

の
預
金
を
取
り
崩
さ
ず
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
要
望
を
尊
重
し
、
職
員
も
努
力

を
重
ね
、
財
政
を
や
り
く
り
し
事
業
を
進

め
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
約
７

億
円
、
町
の
預
金
を
増
や
し
、
借
金
を
約

１
億
円
、減
ら
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
左
の
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ

さ
い
。
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ

は
、
事
業
継
続
支
援
金
や
休
業
補
填
、
農

家
支
援
な
ど
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

合
計
２
億
７
２
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
が
、

確
か
に
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
支
援
を
、
と
議
会
か
ら
も
要

望
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ
終

わ
る
か
が
読
め
な
い
状
況
で
、
町
の
財
源

を
確
保
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
優
先
し
商
品
券
配
付

の
回
数
を
増
や
し
た
も
の
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
声

　町
外
に
勤
め
て
い
ま
す
。
商
品
券
の
配

付
は
大
変
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
今
後

も
期
待
し
ま
す
。�
（
３０
代
女
性
）

　低
所
得
者
の
世
帯
と
同
じ
く
ら
い
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
も
、
支
援
の
対
象
に
加

え
な
い
と
不
公
平
で
は
？�

（
７０
代
女
性
）

　も
ら
う
こ
と
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、

町
に
は
金
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
。

�

（
６０
代
女
性
）

　商
品
券
を
バ
ラ
ま
く
よ
り
、
事
業
者
へ

も
っ
と
支
援
す
べ
き
で
は
。�（
６０
代
男
性
）

す
。
令
和
３
年
度
は
、
全
町
民
１
人
あ
た

り
７
０
０
０
円
分
で
す
。
そ
し
て
、
令
和

４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
の
み

な
ら
ず
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援

と
、
地
元
の
商
店
等
の
活
性
化
の
た
め
、

３
回
に
わ
た
っ
て
合
計
、
１
人
に
つ
き
１

万
７
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
配
付
。
他

の
町
に
は
な
い
手
厚
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
も
国
か
ら
の
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
今
後
こ
の

よ
う
な
交
付
金
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

コロナ対策を振り返って!!この３年間の新型コロナウイルス感染症対策　経費内訳

　コロナに苦しめられて３年。加えて、国際情勢
の不安定による物価高騰が生活を直撃しています。
この間、川崎町では総額２０億９，４００万円の予算を
投入して、１０７の事業を実施してきました。
　もちろん、これらの事業は、町民の皆様の苦境
を思い、町議会からの要望を尊重して立案された

ものであります。改めて、この３年間のコロナ対
策を振り返るとともに、先月に発行された「議会
情報便」で町民の方々から寄せられたご意見につ
いて、お答えします。

町長が町長が
お答えしますお答えします

個人への支援
13億9,070万円事業者への支援

２億7,250万円 66％13％

感染症対策事業
３億1,990万円
15％

定額給付
８億7,020万円

子育て世代へ
１億1,770万円

商品券の配付
（合計５回）
２億5,490万円

インフルエンザ助成
2,230万円

※項目ごとの金額は端数処理をしているため合計とずれが生じています。

総額２０億9，４００万円総額２０億9，４００万円

その他個人支援
１億2,540万円

休業要請協力金
5,850万円

事業者支援
１億1,360万円

宿泊クーポン
2,020万円

農業者支援
5,010万円

その他事業者支援
3,000万円

備品購入
１億740万円

施設改修
１億4,690万円

その他
6,550万円

ワクチン接種
１億1,110万円

①定額給付 ８億7,020万円 全町民に1人あたり１０万円の現金給付

②子育て世帯へ １億1,770万円 令和３年は２回、合計４回の支援を実施

③商品券の配付 ２億5,490万円 ３年間で合計５回の配付。他の市町村にない回数

④インフルエンザ助成 2,230万円 コロナと同時流行を防ぐためワクチン接種助成

⑤その他個人支援 １億2,540万円 低所得者、要介護世帯への支援

⑥休業要請協力金 5,850万円 感染対策から営業時間を短縮せざるを得なかった事業者への支援

⑦事業者支援 １億1,360万円 コロナにより売り上げが減収した事業者への支援

⑧宿泊クーポン 2,020万円 町内の宿泊施設への支援

⑨農業者支援 5,010万円 米価下落・飼料価格高騰に対する農業者への支援

⑩その他事業者支援 3,000万円 事業者へ入手困難だったマスク等の購入支援

⑪備品購入 １億740万円 空気清浄機、サーマルカメラ（体温測定器）、小中学校オ
ンライン授業用機器整備など

⑫施設改修 １億4,690万円 各施設の換気効率を向上させるための整備、Ｂ＆Ｇ海洋
センターの改修など

⑬その他 6,550万円 小中学校の消毒作業、観光誘客のための情報発信

⑭ワクチン接種 １億1,110万円 ２年間で５回に及ぶワクチン接種の費用
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つづらごは、水ぶくれや赤い発疹が出てとても強い痛みを

伴い、その痛みは３～４週間ほど続く、手ごわい病気です。 

                  

日本人の多くがつづらごの原因となるウイルスが体内に潜

んでおり、５０歳を過ぎると発症しやすくなります。80 歳

までに約３人に１人がなるといわれ、川崎町でも発症数が急

増していますが、ワクチン接種で発症を予防することが期待

できます。 

     

             
 

 

 

 

 

 

 

つづらごとは？ 

どうしてワクチンを接種するの？ 

詳しくは裏面をご覧ください  

令和元年度  ８人 

令和３年度 ２５人 

 

川崎町では、みなさんがつづらごにならぬよう予防接種を

推奨します。 

 

　４月２４日から、６５歳以上の方を対象とした新型コ
ロナウイルスワクチン接種の予約受付が開始されま
した。５月１０日からは各地区ごとに接種が開始され
ました。� （関連：１３ページ）

2021

No.572
6月号

消毒作業は、シルバー人材センターが行っています。
陽性者が出たため防護服を着ています。

写真左から、齋藤竣介主事、大松弘行主査、高松
奈介主事、大宮竜也課長補佐、岡崎一也課長補佐

令
和
３
年
４
月
２４
日
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
始
ま
る
。

５
月
１０
日
か
ら
実
施
。
待
望
の
国
家
事
業
だ
が
、
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら

す
で
に
１
年
以
上
が
過
ぎ
て
い
た
。
マ
ス
ク
は
も
と
よ
り
、
ワ
ク
チ

ン
も
国
内
に
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
確
保
に
翻
弄
さ
れ
る
自
治
体
。
難

局
に
オ
ー
ル
・
カ
ワ
サ
キ
で
臨
む
職
員
た
ち
、
必
死
だ
。

▶
町
で
作
成
し
た
帯
状
疱
疹
の
チ
ラ
シ
（
一
部
）

きれいになったプールでご機嫌♪

町長は毎日のように接種現場へ。企画から
チラシ作成まで細かく指示を出します。

　
小
中
学
校
の
消
毒
作
業
な
ど
継
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、

定
額
給
付
や
商
品
券
の
配
付
な
ど
の
支
援

は
、
町
の
お
金
だ
け
で
事
業
を
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。
国
か
ら
の
交

付
金
と
町
の
財
政
を
常
に
考
え
な
が
ら
政

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
だ
、
と
い
う

時
に
は
、
町
の
貯
金
を
取
り
崩
し
て
も
、

や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
決
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
が
老
朽
化
し
た

こ
と
で
Ｂ
＆
Ｇ
の
施
設
を
利
用
す
る
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、
感
染
症
対
策
を
実
施

し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に
は
、
町
内
す

べ
て
の
児
童
生
徒
が
プ
ー
ル
の
授
業
で
使

用
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
中
総
体
の
会

場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
総
合
運
動
場
に
つ

い
て
も
、
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図

る
た
め
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
改
修
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
秋
の
レ
イ
ク
サ
イ

ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の

ト
イ
レ
が
評
判
と
な
り
ま
し
た
。

　
確
か
に
、
現
金
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
で

も
使
え
て
便
利
だ
と
思
い
ま
す
が
、
商
品

券
の
配
付
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援

と
併
せ
て
、
町
内
の
商
店
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
の
商

店
が
な
く
な
れ
ば
、
困
る
の
は
地
元
の
私

た
ち
だ
と
思
う
の
で
す
。
ご
理
解
を
。

　
今
回
の
支
援
方
針
を
決
定
す
る
上
で
、

す
べ
て
の
農
家
を
対
象
に
す
べ
き
か
検
討

し
ま
し
た
が
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
実

施
す
る
た
め
事
業
費
に
は
上
限
を
設
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肥
料
・
飼
料
高
騰

は
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
が
、
事
業
費
の
上
限
が
あ
る

た
め
認
定
農
業
者
の
み
の
支
援
と
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
、
ご
理
解
を
。

　
伊
藤
様
か
ら
励
ま
し
の
ハ
ガ
キ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
感
染
さ
れ
た
方

が
多
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
帯

状
疱
疹
が
発
症
し
や
す
い
と
の
研
究
結
果

も
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を
決

断
。
県
内
の
市
町
村
で
は
川
崎
町
だ
け
で

あ
り
、
来
年
度
か
ら
も
町
費
で
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
も
他
の
自
治

体
に
勝
る
補
助
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
方
々
に
、
令
和

２
年
度
は
２０
万
円
、
３
年
度
は
１０
万
円
、

４
年
度
に
も
１０
万
円
と
３
年
連
続
で
支
援
。

　
町
内
の
約
２
８
０
の
事
業
者
の
方
か
ら

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
、
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　暮
ら
し
と
健
康
を
守
る

　
私
た
ち
は
、
３
年
間
、
町
民
の
暮
ら
し

と
健
康
を
守
る
た
め
、
様
々
な
政
策
を
実

行
し
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
は
、
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
関
連

の
一
般
質
問
を
２３
件
頂
戴
し
、
議
会
で
の

質
疑
も
２７
件
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
、
他
の
市
町
村
に
な
い
手
厚

い
商
品
券
の
配
付
、
帯
状
疱
疹
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
等
の
川

崎
町
独
自
の
政
策
が
実
現
し
た
わ
け
で
す
。

ル
セ
ン
タ
ー
に
不
満
続
出
、打
ち
手
不
足
、

会
場
確
保
で
き
ず
、
先
着
順
に
予
約
電
話

殺
到
、
自
治
体
悲
鳴
！
等
々
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
は
連
日
、
状
況
を
報
道
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
町
村
が
電
話
予
約
を
業
者
に

委
託
す
る
な
か
、
我
が
町
は
、
保
健
福
祉

課
が
対
応
、
保
健
師
も
待
機
。
皆
さ
ん
の

ど
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
に
も
応
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
直
接
窓
口
に
来
る

人
の
た
め
に
、
土
日
も
窓
口
で
対
応
。
も

ち
ろ
ん
、
医
師
や
打
ち
手
不
足
は
、
川
崎

病
院
が
担
っ
て
い
た
の
で
心
配
ご
無
用
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
職
員
が
土
壇
場
で

馬
力
を
か
け
て
取
り
組
み
、
経
費
を
削
減

し
、
そ
の
分
、
商
品
券
な
ど
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
職
員
た
ち
は
、
本
当
に
よ
く
や
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
の
対
策
は
評
価
で
き
ま
す
。

今
後
も
継
続
で
支
援
し
て
も
ら
え
る
の
か

心
配
し
て
い
ま
す
。�
（
６０
代
女
性
）

　Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
が
授
業
で
使
え
る
よ

う
に
な
り
安
心
し
ま
し
た
。�（
４０
代
男
性
）

　商
品
券
は
あ
り
が
た
い
で
す
が
、
現
金

の
方
が
も
っ
と
良
か
っ
た
。�（
４０
代
女
性
）

　肥
料
・
飼
料
高
騰
支
援
者
が
認
定
農
家

だ
け
で
し
た
が
、
対
象
者
を
広
げ
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
６０
代
男
性
）

　去
年
の
夏
、
帯
状
疱
疹
に
な
り
、
治
る

ま
で
３
カ
月
も
か
か
る
重
症
で
し
た
。
新

聞
で
川
崎
町
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
高
額
な

補
助
を
出
し
て
い
る
と
知
り
、
驚
き
ま
し

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　利
府
町
・
伊
藤
恵
子
さ
ん（
６０
代
女
性
）

　売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
支

援
金
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

（
６０
代
女
性
）

川
崎
町
長

小
山 

修
作

令
和
５
年
３
月
１
日

はい、保健福祉課です！

コロナ対策を振り返って!! 町長がお答えします

　
　職
員
た
ち
の
土ど
た
ん
ば
り
き

壇
場
力

　
上
の
写
真
、
２
年
前
の
広
報
の
表
紙
。

緊
張
感
が
ビ
シ
ビ
シ
伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
。

し
か
し
、
こ
の
国
家
事
業
、
ど
の
市
町
村

も
「
綱
渡
り
」
の
連
続
！
仙
台
市
の
コ
ー

44
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移住・定住の促進
空き家バンク１

　　不動産業者が取り扱わない、 または存在が知られていない空き家の情報を収集し、 空き家を探している
方へ紹介する制度で、平成 25年度に制度化しています。 平成 27年２月から空き家バンク制度の充実（補
助金事業の導入） に取り組み、 現在に至ります。

地域おこし協力隊２

新たな取り組み
NEW

補助率種類 限度額
ようこそ川崎町へ移住定住促進補助金

住宅修繕改修
クリーニング
引っ越し
空き家取得
住宅家賃補助金
新築住宅取得

経費の２分の１
経費の２分の１
経費の２分の１
経費の２分の１

経費の２分の１
月額家賃－３万円

15 万円
10 万円
10 万円
50 万円

月額１万円（３年間）
30 万円

●新築住宅取得補助金
　　45 歳以下の方で町内に新築を購入 ・
建てた方に 30万円を交付します。

●空き家調査
　　令和４年度に町内の空き家等の実態調
査をシルバー人材センターに委託し、 現地
調査やアンケート調査を実施しました。
　　今後は調査結果を基に空き家所有者へ
物件登録を促します。
○アンケート発送：414 件（回答：191 件）
［アンケート結果］※複数回答あり
①空き家バンクに興味がある…… 70 件
②空き家バンクの登録を検討中… 37 件
③事前登録制度に興味がある… 46 件

空き家バンクの実績（R５.3.31 現在）

●「事前登録制度」の開始
　　将来空き家になり得る物件の事前登録
を行う制度を開始しました。 事前に空き家
バンクに登録することで、 空き家期間が短
くなり、 防犯や修繕費用が少なく済む等、
多くのメリットが推測されます。

年度 物件
登録数

利用
登録数

契約数
（移住世帯）

契約数
（移住世帯以外）

契約数
合計

移住者数
（うち未成年数）

H25
H26

H27

H28
H29

H30

R1

R2

R3

合計

0 00 0 0

0 00 0

6 0

1
8 8

22 25 6 15（3）

8 116 22 9 19（7）

11 118 35 12 30（10）
9 213 34 11 17（5）

8 321 36 11 19（5）

13 57 49 18 28（7）

6 812 50 14 15（5）
R4 6 211 38 8 11（2）

67 22128 298 89 154（44）

　　川崎町では平成 29 年度から 「地域おこし
協力隊」 制度を導入し、 「SPRING」 の運営
と移住支援を主な業務として毎年採用していま
す。 令和５年９月１日現在、 ８名の地域おこし協
力隊が活動しています。
　　地域おこし協力隊は、 移住者という視点から
町の魅力を発掘し、 ワークショップなどのイベン
トを企画 ・運営しています。 地域の魅力 ・資源
を再発見するなどして、 新たな賑わいづくりに

取り組んでいます。
　　また、 「SPRING」 の他にも林業や町の施設
（るぽぽの森） に常駐した地域おこし協力隊も
令和４年度から採用しています。

採用人数年度 移住元
地域おこし協力隊採用実績

２名（男１女１）H29
H30
R1
R2
R4

２名（男１女１）
２名（男 0女 2）
３名（男 2女１）
６名（男 4女 2）

東京都、仙台市
京都府、神奈川県
仙台市、神奈川県
仙台市

R5 ３名（男 2女１） 仙台市、村田町
仙台市、蔵王町、山形県

任期終了後の進路

○WE B デザイナー
○飲食店経営
○小売店（雑貨・量り売り）
○宿泊業（百の宿）
○農業

移住定住・起業サポートセンター「SPRING」

　「SPRING」 は、 移住定住 ・起業希望者の総合窓口とし
ての機能のほか、 コワーキングスペース等を備えた多機能
型施設として平成 29年４月に運営を開始しました。
　また、 令和３年度から観光協会も常駐しています。

■営業時間…午前 10 時から午後５時まで
■定休日…月曜日（祝日の場合は翌営業日）、
　　　　　お盆、年末年始
■利用料…無料（会員登録必要）
■お問い合わせ…℡0224-51-8789

お問い合わせ
地域振興課 （℡0224-84-2117）

［R4：7 件］
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72.7%84.4%

【参考】

病床の利用率

H28

75.5%

H30

78.6%

川崎病院の運営状況について
　経営面では平成27年度以降、入院患者の増加に伴いゆるやかな改善傾向に
あったものの、令和2年度以降、新型コロナウイルス感染症の流行により入院
患者数が大幅に減少したことで病床の利用率も低迷しました。
　当院では、当面の運営資金を確保するため、令和2年度において5千万の追
加支援を町より受けたことで、安定的な医療の提供を行うことができていま
す。

　下の【表２】については、町の一般会計から病院へ繰り入れされた金額と、
病院の収支決算額の推移を表したものです。
　ここ数年、町から繰り入れされた金額は3億円前後となっており、収支決算
においても、▲1,000万円前後での決算状況となっています。
　当該繰入された金額については、特別交付税として措置され、一部金額は町
に交付されることとなるものの、病院の安定的経営の為には、本業（入院収
益、外来収益、健康診断等の公衆衛生活動収益）による収入を増やすことが求
められており、患者の確保対策が今後の一層重要なテーマとなっております。

H27

72.5%

　町内人口が減少し続ける状況下にあって、新型コロナウイルス感染症流行
の影響による診療控えや、慢性定期薬処方期間の延長を国が進めたことで、
ここ数年は外来患者数が年間2万5、６千人前後まで減少してきています。
　一方、入院患者数については、仙南管内における高齢者福祉施設やみやぎ
県南中核病院等との連携を強化し、他市町村からの患者も積極的に受け入れ
ることで、入院患者数を確保している状況にあります。

　下の【表１】については、平成27年度から令和４年度までの患者数の推
移を表しており、水色で示している外来患者数は、平成29年度頃までは年
間3万人前後を維持していましたが、その後は徐々に患者数の減少がみられ
ています。
　今年に入り、新型コロナウイルス感染症の流行が落ち着いてきたこともあ
り、外来患者数については僅かに増加しています。
　入院患者については、地域医療連携室のスタッフを拡充し、入退院におけ
る患者様へのサポートを強化したことで、ベッドの回転率も向上し、患者数
の増加にもつながっています。

R4

81.4%

R5

86.0%

R3

【表１】 【表２】

R2

67.9%

H29 H31

81.7%
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